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2．各群と音韻・口腔運動機能との関連： 各検査の素点を平均 100、標準偏差 15の基準化された Z得
点に換算して検討を行った。A群と B群において、ディアドコキネシスに統計的に有意差な差が認め
られた。これらより、B群：音韻プロセスの遅れ群は A群に比して発音の運動スピードが遅いことが
示唆された。また、音韻発達検査の音韻抽出課題において、A群、B群、C 群の Z得点の平均がそれ
ぞれ 107、102、87.5と C群：特異的な音韻プロセス群は他群に比べて音韻発達検査にて、統計的な
有意差はないものの成績が低い傾向が認められた。 
Ⅳ．考察 
音韻プロセスが遅れる群は特定の音を誤る群と比べて全般的な構音運動スピードが遅く、構音器官の
運動発達が未熟である可能性がある。また、特異的な音韻プロセス群は、他群に比して音韻発達検査で
の成績が低く、音韻発達に問題がある可能性が疑われた。音韻プロセス分析で誤り方の特徴を検討する
ことにより、構音の誤りを起こしている原因を推測できる可能性があると思われた。 
今後はさらにデータ数を増やして検討することが必要と思われる。 
